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☆
『
虹
の
足
』
を
三
回
音
読
し
た
後
で
、
次
の
課
題
に
取
り
組
も
う
。

一
、
詩
の
数
え
方
は
？
（

）

※
参
考
・
・
・
人
間
は
○
人

動
物
は
○
匹

木
・
草
は
○
本

箸
は
○
膳

ご
飯
は

○
杯

船
は
○
艘
（
そ
う
）

人
形
・
ハ
ン
タ
ー
は
○
体

階
段
は
○
段

マ
ン
ガ
は

○
巻二

、
こ
の
詩
に
は
、
比
喩
表
現
と
倒
置
法
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
探
し
て
書
き
出
し
て
み

よ
う
。

※
比
喩
表
現
と
は
・
・
・
似
て
い
る
物
に
例
え
た
り
、
置
き
換
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ

を
高
め
た
り
ふ
く
ら
ま
せ
た
り
す
る
表
現
技
法
。

比
喩
表
現
に
は
、
「
直
喩
」
「
隠
喩
」
「
擬
人
法
」
の
三
つ
が
あ
る
。

①
直
喩
：
～
み
た
い
な

ま
る
で
～
の
よ
う
な

と
い
う
言
葉
が
あ
る
表
現
。

(

例)

君
は
ま
る
で
太
陽
の
よ
う
だ

②
隠
喩
：
「
ま
る
で

の
よ
う
な

み
た
い
な
」
の
言
葉
が
省
略
さ
れ
て
い
る
表
現
。

(

例)

君
の
笑
顔
は
、
ひ
ま
わ
り
の
花
。

③
擬
人
法
：
人
で
は
な
い
も
の
を
人
の
動
作
な
ど
に
た
と
え
た
表
現
。

(

例)

冬
が
か
け
足
で
や
っ
て
き
た
。

比
喩
表
現
（
直
喩
・
隠
喩
・
擬
人
法
）

た
と
え
て
い
る
も
の

※
倒
置
法
と
は
・
・
・
語
順
を
変
え
て
印
象
づ
け
る
表
現
。

(

例)

君
は
立
ち
去
っ
た
、
さ
び
し
く
笑
い
な
が
ら
。

倒
置
法

強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
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虹
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野
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】

☆
『
虹
の
足
』
を
三
回
音
読
し
た
後
で
、
次
の
課
題
に
取
り
組
も
う
。

一
、
作
者
の
感
じ
方
、
考
え
方
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
詩
を
読
ん
だ
感
想
を
書
い
て
み
よ
う
！

二
、「
□
の
○
」
（
例
：
「
春
の
訪
れ
」
な
ど
）
の
形
に
題
で
自
分
の
感
性
で
詩
を
作
っ
て
み
よ
う
！

☆
教
科
書
ｐ
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